啓林館　数学Ⅰ(数Ⅰ325)，数学Ａ(数Ａ325)　観点一覧表
〔内容の取扱い〕
	観　点
	内　容

	内容の取扱いについて，内容を網羅するあるいは，内容を精選するなど，個に応じた学習への工夫があるか。
	・必要な内容に精選し，数学の見方や考え方などが身に付くようにしています。
・応用的な内容は「研究」として，一律に学習する必要がない扱いにしています。
・効果的に学習ができるように，導入や展開の仕方，指導の順序に工夫をこらしています。

　例）・数学Ｉの「集合と命題」を1つの章として独立させ，「第3章　図形と計量」の後に第4章としておいています。
・数学Ⅰのp.136～140の「集合」の内容を数学Aのp.6から序章として扱い，指導の順序に影響せずに学習できるようにしています。

　　 ・2次方程式の判別式を「第1章　数と式」で扱うことにより，「第2章　2次関数」の扱いがスムーズにいくようにしています。

	身近な内容が取り上げられ，生徒の興味や関心に対する配慮がなされているか。
	・章末ではその章で学習した内容が身のまわりのどのようなところで利用されているかを紹介したり，別の角度からの話しやさらに深める内容を扱っています（数学万華鏡）。
・課題学習として，章末または巻末に生徒にとって身近な内容を扱っています。
・数学史的な内容を巻末で取り上げています。

	基礎力や応用力がつくように工夫されているか。
	・本文をより深く理解することを助けるために，多くの例（Ⅰ：103題，Ａ：69題）を取り上げて説明するように努めています。
・その知識の定着と応用力をつけるための例題（Ⅰ：49題，Ａ：26題）を積極的に取り上げています。
・例題には必要に応じて解の前に考え方をおいて，解の指針や重要な考え方がわかるようにしています。

	特定の事項・事柄を強調しすぎず，バランスよく扱うよう配慮されているか。
	・指導内容は基礎的・基本的なものに重点をおき，次第に発展的なものへと展開するようにしています。

	生徒の自主的・自発的学習を促す適切な工夫がなされているか。
	・本文の内容に関連した興味深い話題をColumnとして取り上げています。
例）・数学Ｉp.47「当選確実な票数」

　　・数学Ａp.94「六十進法」

・本文の内容の発展的な事柄を研究・発展として取り上げ，生徒がさらに進んで数学を学ぶ楽しさが味わえるようにしています。

	教科及び科目の目標を達するために必要な内容となっているか。
	・数学的なものの見方・考え方を伸ばし，その中から，創造的な思考力と本質的な数学の学力，そして論理的な思考力を身につけさせることを目的に編集しています。
・基本的な数学の知識を理解し応用するだけでなく，その学習過程の中で，自ら主体的に「要するにこういうことなのだ」と悟り，さらに，「それではこの場合にはどうなるのか」と積極的に思考を発展させられるように工夫しています（Ⅰ：p.38～41，Ａ：p.55など）。


〔単元の構成・配列及び分量〕
	          観　点
	　　数学Ⅰ（数Ⅰ325）
	   　　　　　数学A（数Ａ325）

	学習が効果的に進められるよう配慮されているか。
	・既習事項との関連を考慮し，前見返しに既習事項のまとめ（本書で使われる中学校での学習事項）を掲載しています。また，本文においては今までに習った事項の部分に既習線を入れています。
・できるだけ具体例で説明してから一般的な説明に入るように展開の仕方を工夫しています。
・図解や側注をできるだけ入れ，また効果的に色を使用することにより，思考の過程がわかるようにしています。
・本文から節末問題・章末問題Ａに飛ぶリンクをつけて，本文を学習した後すぐに応用的な問題に取り組むこともできるようにしています。

・課題学習では，章末に取り組みやすい題材を扱い，巻末にじっくり取り組む題材を扱っています。

	
	・絶対値を含む方程式・不等式では，式の意味を数直線においてもとらえられるようにしています。（p.38～39）
・「第5章　データの分析」では，データの個数・値を手計算で行えるようにして，考え方や求め方がわかるようにしています。
	・「互除法と不定方程式」の節にxy＋ax＋by＋c＝0の整数解を求めることを扱い，不定方程式をまとめて学習できるようにしています。（p.86）
・作図では，作図の際のコンパスの跡などを省略せずにすべて載せています。

	自主的・自発的学習ができるように構成されているか。
	・巻頭に本書の構成を掲載し，既習線や本文と節末問題・章末問題Ａへのリンクを効果的に使用できるようにしています。（p.4）
・数項目を１つの節にまとめ，節末に問題をおく構成にし，各節には1つの話題のまとまりがわかるように小見出しを入れています。
・巻末に計算の工夫や検算などの話題を扱っています。（math tips）

	
	・「第5章　データの分析」では，仮平均をコラムとして扱い，計算を工夫できるようにしています。（p.157）
	・互除法の原理の図形的意味を取り上げています。（p.80）

	相互に関連をもち，系統的・発展的に構成されているか。
	・絶対値についての扱いを，実数（p.25），方程式と不等式（p.38～41），「2次関数」（p.91）と扱う内容に応じて適宜扱っています。

・「データの分析」では，数学Ｂの「確率分布と統計的な推測」へのつながりを意識して，分散と平均値との関係を扱っています。（p.165～166）
	・「整数の性質」では，自然数での倍数・約数から始め，整数に拡張していく流れにしています。（p.62～76）

・円の性質では，三角形との関連性に配慮し，2つの円の位置関係を最後に配列しています。（p.122）



	教育課程における単位数に照らして分量が適切であるか。
	本文については１単位３０時間としても十分指導できるように内容を配分しています。

	基本的な事柄については，反復練習ができるように工夫されているか。
	・基本的な内容の理解と定着をはかり，総合的な応用力を養えるように，問題の配列を工夫しています。
・例，例題のあとの「問」で学習内容の理解と定着をはかり，節末の「節末問題」や章末の「章末問題Ａ，Ｂ」で，総合的な応用力を養うことができるようにしています。

	内容の扱いが羅列的でなく，扱いや配列に配慮されているか。
	・説明は簡潔に要領よくまとめ，図版を多く入れ，色刷りを有効に用いて，すっきりと見やすい紙面にしています。
・重要語句や重要事項が一目でわかるように工夫しています。（重要語句：太字，重要事項：枠囲み）


